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上

金
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育

所

 
豊

前

フ

ル

ー

ツ

ラ

ン

ド

に

て

 

吐 Ilt こ＝:s い,．子1 / 4マ) 、主 チゾ レ ノ 

畑の中ですごした秋の 日の一日 

土にふれ 自然にふれて 喜ぷ園児たち 

『
年
末
年
始
の
交
通
安
全
 

県
民
運
動
の
実
施
に
つ
い
て
』
 

年
末
年
始
に
は
交
通
量
の
増
 

大
と
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
 

た
め
、
例
年
交
通
事
故
が
多
発
 

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
 

時
期
を
と
ら
え
本
年
も
十
二
月
 

十
日
か
ら
一
月
十
日
ま
で
の
ー
 

ケ
月
間
交
通
安
全
運
動
が
実
施
 

さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
期
間
中
交
通
安
全
パ
レ
 

ー
ド
、
登
校
時
に
お
け
る
児
童
 

生
徒
に
対
す
る
街
頭
指
導
等
い
 

ろ
い
ろ
な
行
事
を
予
定
し
て
い
 

ま
す
。
無
事
故
、
無
違
反
を
目
 

指
し
町
民
の
皆
さ
ん
の
絶
大
な
 

る
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
 

す。 特
に
家
族
が
出
か
け
る
と
き
 

ま
た
運
転
す
る
人
に
は
「
愛
の
 

一
声
』
を
か
け
る
よ
う
心
が
け
 

ま
し
よ
う
。
 

ク 
話
し
合
》
つ
 

家
 
族
 
で
 

事
故
の
な
い
世
界
ク
 

り
？
，
、
に
く
，
，
、
‘
ぐ
く
ど
「
？
,
,
,
,
,
,
,
,
,
,
1
ミ
5
,
rJ
う
z
く
う
？
、
Jv
ー
ミ
く
．
，
、
，
、
‘
一
 

r 

《
●
 

‘《 

‘
・
‘
 

… 

・ 

・ート 

い 

12 

月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

） 

和
名
 
師
 
走
（
し
わ
す
）
 

） 

年
末
で
僧
が
忙
し
く
走
り
ま
わ
る
の
で
師
走
、
俗
に
 

極
月
の
字
を
用
い
て
「
し
わ
す
」
と
も
い
う
。
 

) 

10 

日
 
世
界
人
権
デ
ー
 

" 

16 

日
 
乳
幼
児
検
診
 

?
 

25 

日
 

ク

リ

ス

マ

ス

 

ー 

、
 

‘
ー
 

、
 
ー
→
・
 

ー
 
一
・
一
 

」 

、
 

" 

26 

日
 
心
配
ご
と
相
談
 

W 

28 

日
 
官
庁
御
用
納
め
 

( 

31 

日
 

お
お
み
そ
か
・
除
夜
の
鐘
 

（ 

「 

1
 
日
 
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
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回金田町町長杯 J 

親善野M替賛讐Li 
1 

第 

又
年
度
第
一
回
町
長
杯
親
善
 

野
球
大
会
が
、
金
田
小
、
中
学
 

校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
 

れ
、
町
内
 21 

チ
ー
ム
の
参
加
に
 

よ
り
優
勝
を
目
指
し
て
競
わ
れ
 

ま
し
た
。
 
こ
の
大
会
は
、
町
民
 

の
親
睦
と
社
会
体
育
の
振
興
を
 

目
的
と
し
て
今
年
開
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

試
合
内
容
は
各
チ
ー
ム
熱
戦
 

に
つ
ぐ
熟
戦
の
末
、
次
の
よ
う
 

な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
 

優
 
勝
 
ビ
ツ
ク
ア
ル
フ
ア
 

準
優
勝
 
金
田
シ
ヤ
ー
ク
 

三
 
位
 
ィ
ー
グ
ル
ス
 

四
 
位
 
垣
田
チ
ー
ム
 

参
加
チ
ー
ム
 

二
十
ー
チ
ー
ム
 

参
加
人
員
 
三
百
二
十
名
 

試
合
方
法
 
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
 

方
式
 

優

勝

し

 た
 

ビ
ッ
グ
ア
ル
フ
ァ
 

そ
 
の
 
一
杯
 

秋

祭

り

盛

大

に

 
i, 

わ
 

町
内
を
ジ
ク
ザ
グ
に
練
り
廻
る
飾
り
山
笠
 

＋
月
二
十
日
、
二
十
一
日
、
 

ニ
日
と
も
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
 

稲
荷
神
社
神
幸
祭
が
五
稲
豊
作
 

を
祝
っ
て
、
金
銀
の
色
ど
り
も
 

あ
ざ
や
か
な
飾
り
山
笠
が
カ
ネ
 

や
太
鼓
の
お
は
や
し
で
威
勢
よ
 

く
町
中
を
練
り
歩
き
浴
道
か
ら
 

は
、
お
み
き
を
か
け
ら
れ
る
と
 

一
段
と
勢
い
を
つ
け
て
「
ォ
ー
 

ラ
ュ
ッ
サ
、
ォ
ー
ラ
ェ
ッ
サ
」
 

付
加
保
険
料
で
よ
り
多
い
 

老
 
令
 
年
 
金
 
を
 

国
民
年
金
で
よ
り
多
い
老
令
 

年
金
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
一
一
 

二
〇
〇
円
の
定
額
保
険
料
の
ほ
 

か
に
四
〇
〇
円
の
付
加
（
上
積
 

）
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

幻
 

こ
の
付
加
保
険
料
を
納
め
た
 

人
に
は
、
納
め
た
期
間
に
応
じ
 

て
老
令
年
金
の
額
が
加
算
さ
れ
 

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

た
と
え
は
、
定
額
保
険
料
と
付
 

加
保
険
料
を
二
十
五
年
間
納
め
 

る
と
定
額
保
険
料
二
十
五
年
分
 

の
年
金
額
四
十
二
万
六
千
七
百
 

円
に
、
付
加
保
険
料
二
十
五
年
 

分
の
」
ハ
万
円
が
加
算
さ
れ
ま
 

す。 付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
 

を
ご
希
望
の
方
は
金
田
町
役
場
 

年
金
係
に
お
申
出
下
さ
い
。
 

下
田
川
子
供
会
親
善
ス
ポ
ー
ッ
大
会
開
催
さ
る
ノ
 

堂
 
々
 
女

子

 

去
る
十
月
三
十
日
、
下
田
川
 

子
供
会
親
善
ス
ポ
ー
ッ
大
会
が
 

糸
田
町
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
 

て
、
華
々
し
く
且
つ
も
盛
大
に
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
町
よ
り
男
女
各
ー
チ
ー
ム
 

が
参
加
し
、
下
田
川
優
勝
を
H
 

標
に
厳
し
い
練
習
を
積
み
か
さ
 

ね
、
今
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
 

参
加
種
目
は
男
子
、
女
子
、
 

共
に
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
で
し
た
。
 

試
合
結
果
、
男
子
の
部
は
お
し
 

く
も
優
勝
決
定
戦
ま
で
行
け
ま
 

せ
ん
で
し
た
が
、
優
勝
チ
ー
ム
 

に
も
ま
け
な
い
好
プ
レ
ー
を
展
 

開
し
ま
し
た
。
 

女
子
の
部
は
他
チ
ー
ム
の
強
 

豪
を
苦
と
も
せ
ず
堂
々
優
勝
し
 

ま
し
た
。
 

今
大
会
に
か
ぎ
ら
ず
来
年
は
 

男
子
、
女
子
共
に
優
勝
を
目
標
 

に
燃
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
 

方
も
子
供
達
の
ス
ポ
ー
ッ
に
か
 

け
る
熱
意
に
暖
か
い
ご
支
援
を
 

お
願
い
致
し
ま
す
。
 

チ
 
ー
 
ム
 
優

勝

 

第
 

一 

回
 

田
川
地
区
バ
ド
III
ン
ト
ン
大
会
 

開

催

さ

る

ク

 試
合
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
 

ダ
フ
ル
ス
優
勝
（
湖
鶏
 

準
優
勝
（
絡
譲
 

去
る
十
月
二
十
三
日
田
川
地
 

当
町
よ
り
数
名
の
少
女
が
優
 

シ
ソ
グ
ル
優
勝
 
田
村
利
恵
 

区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
発
足
記
 
勝
を
目
標
に
参
加
し
、
日
頃
の
・
 

準
優
勝
 
岡
本
正
美
 

念
大
会
少
女
の
部
が
金
田
小
学
 
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
各
町
村
 
参
加
人
員
 
個
人
戦
二
十
五
名
 

校
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
 

の
強
豪
選
手
に
ま
け
ず
好
成
績
 

ダ
ブ
ル
ス
九
組
 

ま
し
た
。
 

を
お
さ
め
ま
し
 

る

勇

気

 が
 
事

故

を

絶

 つ
 

と
か
け
声
を
か
け
て
ね
り
ま
わ
 

る
ハ
ツ
ピ
姿
の
青
年
た
ち
が
、
 

い
か
に
も
け
ん
か
祭
り
と
い
わ
 

れ
た
勇
壮
な
祭
り
で
し
た
。
 

一
区
で
は
．
数
百
年
の
伝
統
 

、、？ 

r国民健康保険税 

町 県 民 税 

第 4 期 分 

納期限12月28日 ‘・r
ー 

を
つ
げ
る
獅
子
楽
が
行
な
わ
れ
 

町
部
で
は
、
町
商
工
会
主
催
に
 

よ
る
、
第
二
回
の
ど
自
慢
大
会
 

が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

ゲ
ス
ト
に
ク
ラ
ウ
ン
専
属
歌
 

手
、
筑
豊
一
代
を
歌
っ
た
木
村
 

隆
衛
氏
を
お
ま
ね
き
し
、
二
日
 

間
と
も
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
、
 

観
客
か
ら
は
飛
び
入
り
も
あ
り
 

大
変
な
人
気
で
し
た
。
 

I 

一
月
元
E
一
と
書
く
の
は
 

お
か
し
い
で
し
よ
う
か
 

中
 
央
 
公
 
民
 
館
 

年
賀
状
に
、
 

一
月
元
旦
と
書
 

く
の
は
ま
ち
が
い
で
す
。
元
且
 

は
一
月
一
日
と
決
っ
て
い
る
か
 

ら
で
す
。
と
し
よ
り
の
お
ば
あ
 

金
田
町
公
民
館
短
歌
講
座
 

十

一

月

詠

草

 

〇
昏
れ
な
づ
む
炭
住
街
の
傍
過
 

に
覚
め
眠
れ
ぬ
夜
半
の
雨
 

ぎ
る
と
き
漏
る
る
灯
は
あ
た
 

の
音
聞
く
 

た
か
な
ら
ず
 

藤
本
 
唯
彦
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 
〇
何
処
に
で
も
と
こ
ろ
き
ら
 

〇
根
木
よ
く
闘
病
の
甲
斐
あ
り
 

わ
ず
た
け
の
ぴ
て
花
を
咲
 

て
試
歩
と
な
り
し
姉
の
瞳
の
 

い
る
ァ
ワ
ダ
チ
草
 

輝
き
を
見
る
 

宮
本
 
徳
忠
 

室
 

ト
ョ
 

〇
川
原
の
吾
が
世
を
誘
る
セ
イ
 
以
上
短
歌
講
座
の
代
表
作
を
 

タ
カ
草
に
抗
ら
ふ
ご
と
く
 

上
げ
ま
し
た
が
、
今
金
田
町
 

競

光

る

 

で
は
毎
月
二
回
短
歌
講
座
を
 

藤
林
 
俊
信
 
し
て
い
ま
す
。
 

〇
キ
ヤ
ン
プ
フ
ァ
ィ
ヤ
囲
ん
で
 

も
し
あ
な
た
も
ぜ
ひ
や
っ
 

集
う
子
等
た
ち
の
喜
び
の
顔
 
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
が
 

あ
か
あ
か
と
映
ゆ
 

お
ら
れ
れ
ば
、
ど
し
ど
し
ご
 

小
野
ト
メ
子
 
参
加
下
さ
い
。
 

〇
五
＊
太
船
自
在
に
操
ら
れ
し
 
講
師
 
友
清
隆
雄
先
生
 

遠
賀
川
巡
る
歴
史
も
杏
か
と
 
毎
月
 
第
一
・
第
三
水
曜
日
 

な
り
ぬ
 

場
所
 
金
田
町
中
央
公
民
館
 

前
原
 

栄
 
時
間
 
午
後
七
時
ー
九
時
半
 

〇
辞
め
し
後
の
わ
が
生
き
ざ
ま
 
年
令
 
問
わ
ず
 

を
思
案
す
る
タ
の
庭
に
魚
は
 
月
間
会
費
 
千
円
 

ぬ
る
音
 

申
し
込
み
問
い
合
せ
 

阿
部
 
重
宏
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

〇
亡
き
母
の
白
髪
ぬ
き
や
る
夢
 

金
田
②
0
4
2
5
 

さ
ん
と
い
う
の
と
同
じ
で
す
。
 

年
賀
状
に
書
く
日
づ
け
は
一
 

月
一
日
か
、
昭
和
×
×
年
元
且
 

と
か
く
か
一
九
×
×
年
元
旦
か
 

あ
る
い
は
た
だ
元
旦
と
書
け
ば
 

よ
い
の
で
す
。
 

正
月
に
行
く
家
に
年
賀
状
を
 

出
す
人
が
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
 

ま
ち
が
い
で
す
。
年
賀
と
い
う
 

の
は
、
元
旦
か
ら
三
日
ま
で
新
 

年
の
あ
い
さ
つ
を
の
べ
に
ま
わ
 

る
こ
と
で
す
が
、
郵
便
の
制
度
 

が
し
か
れ
て
か
ら
、
遠
い
と
こ
 

ろ
、
近
く
て
も
ど
う
し
て
も
行
 

け
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
年
賀
状
 

で
あ
い
さ
つ
を
す
ま
せ
る
よ
う
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

年
賀
状
に
は
、
お
年
玉
つ
き
 

年
賀
郵
便
と
い
う
の
が
あ
り
ま
 

す
が
、
あ
れ
は
赤
い
羽
根
運
動
 

の
寄
付
金
が
一
円
つ
い
て
い
ろ
 

の
で
す
。
 

年
賀
状
は
心
の
こ
も
っ
た
も
 

の
が
ー
ば
ん
で
す
、
 
ハ
ガ
キ
に
 

「
お
め
で
と
う
」
と
か
『
謹
賀
 

新
年
」
と
た
だ
書
く
だ
け
で
な
 

く
、
自
分
で
考
え
た
新
年
の
歌
 

と
か
、
今
年
の
希
望
と
い
っ
た
 

も
の
を
書
い
た
ほ
う
が
よ
い
で
 

し
よ
・
つ
。
 

第
 29 

回

人

権

週

間

 

12 

月
4
日
か
ら
 12 

月
 10 
日
ま
で
 

人
権
と
は
、
何
人
も
こ
れ
を
 

郵
 
便
 
局
 
か
 
ら
 

お
 

願
 

い
 

年
賀
状
は
お
早
目
に
 

◆
年
賀
状
は
 12 

月
 20 

日
ま
で
に
 

o
年
賀
状
は
、
 
12 

月
 15 

日
か
ら
 

お
引
き
受
け
し
ま
す
。
 

早
目
に
差
し
出
し
の
ご
準
備
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
あ
ま
り
 

遅
く
な
っ
て
出
し
ま
す
と
、
 

元
旦
の
配
達
に
間
に
合
わ
な
 

く
な
り
ま
す
。
 

◆
年
賀
状
は
区
分
け
し
て
 

o
年
賀
状
を
た
く
さ
ん
お
出
し
 

に
な
る
場
合
は
「
私
製
は
が
 

き」 

「
官
製
は
が
き
の
あ
な
 

た
の
住
所
と
同
じ
郵
便
番
号
 

の
区
域
あ
て
」
 
「
官
製
は
が
 

き
の
そ
の
他
の
区
城
あ
て
」
 

な
ど
、
郵
便
局
か
ら
お
願
い
 

す
る
区
分
け
を
し
て
、
別
々
 

に
輪
ゴ
ム
な
ど
で
東
ね
て
お
 

出
し
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

◆
郵
便
物
の
あ
て
名
は
、
く
わ
 

し
く
完
全
に
 

o
団
地
ゃ
ァ
パ
ー
ト
宛
は
「
O
 

棟
〇
号
」
 
「
〇
〇
ァ
パ
ー
ト
 

〇
号
室
」
ま
で
完
全
に
、
子
 

供
さ
ん
ゃ
下
宿
、
間
借
り
同
 

居
さ
れ
て
い
る
方
宛
に
は
「
 

〇
〇
様
方
」
 
の
肩
書
き
を
お
 

忘
れ
な
く
。
 

◆
小
包
は
 12 

月
 15 
日
ま
で
に
 

o
小
荷
物
は
、
内
容
品
に
適
 

し
た
材
料
で
し
っ
か
り
と
包
 

装
し
て
下
さ
い
。
 

お
か
し
た
り
、
お
か
さ
れ
た
り
 

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
と
し
 

て
生
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
 

権
利
で
す
。
 

本
年
度
は
次
の
三
つ
を
啓
発
の
 

強
調
事
項
と
し
て
い
ま
す
。
 

一
、
人
権
の
共
存
 

明
る
い
近
隣
関
係
を
築
き
ま
 

し
よ
・
つ
 

二
、
部
落
差
別
の
解
消
 

正
し
い
認
識
と
理
解
で
差
別
 

を
な
く
し
ま
し
よ
う
 

三
、
婦
人
の
地
位
向
上
 

婦
人
の
立
場
に
理
解
を
深
め
 

ま
し
よ
」
つ
 

水
源
池
汚
染
に
つ
い
 

て
の
お
知
ら
せ
 

水
 

道
 

課
 

去
る
十
】
月
七
日
の
夜
八
時
 

よ
り
九
時
の
間
で
、
彦
山
川
上
 

流
に
油
性
物
（
廃
油
？
）
の
不
 

法
投
棄
が
な
さ
れ
、
こ
の
た
め
 

皆
様
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
 

か
け
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
の
 

よ
う
な
事
故
は
、
金
田
上
水
道
 

創
設
以
来
始
め
て
の
こ
と
で
も
 

あ
り
、
こ
の
対
策
に
時
間
を
要
 

し
皆
様
方
に
は
長
時
間
に
わ
た
 

り
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
結
果
 

に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
 

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

尚
、
給
水
作
業
中
に
多
く
の
 

人
の
協
力
と
、
は
げ
ま
し
の
言
 

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
 

深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
御
礼
 

申
し
上
げ
ま
す
。
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田
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福
岡
県
（
地
域
別
）
最
低
賃
金
の
改
正
 

●1
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
」
己
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
」
に
・
、
、
、
 

最
低
賃
金
額
 
一
日
一
「
一
三
六
円
 

一
時
間
二
八
〇
円
 

福
岡
県
（
地
域
別
）
最
低
賃
 

金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

福
岡
県
内
の
事
業
場
で
は
、
昭
 

和
 52 
年
 10 
月
 24 

日
か
ら
、
こ
の
 

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
 

払
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
 

勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
 

当
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
 

承
知
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
産
業
別
最
低
賃
金
（
 

全
 10 

業
種
）
も
改
正
す
る
た
め
 

審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
田
川
労
 

働
基
準
監
督
署
（
電
話
〇
九
四
 

七
四
②
O
三
八
〇
）
へ
お
た
ず
 

ね
く
だ
さ
い
。
 

田
川
労
働
基
準
監
督
署
 

福

岡

労

働

基

準

局

 

昭和53年度養成訓練生の募集 

福岡県立直方専修職業司陳校では、昭和53年4月からの入校生を次 

のとおり募集します。 

1． 訓 練 計 画 

訓練科目 定 類 期 間 性別 訓 練 概 要 

機械第1科 10 名 
53年4月から 

54年3月まで 

旋盤工として必要な学 

科及び技能の習得 
男女 

機械第2科 
20 名 

53年4月から 

54年3月まで 
男女 

機械エとして必要な学 

科及び技能の習得 

溶 接 科 20 名 
53年4月から 

54年3月まで 
男女 

溶接工として必要な学 

科及び技能の習得 

2． 応 募 資 格 

(f） 昭和53年3月中学校卒業見込みの人 

（ロ） 昭和53年3月中学校卒業見込みの人 

内 その他、一般の求職者で25才以下の人 

3．募集期間 昭和52年11月1日（火）から昭和53年2月10日（金）まで 

4．申込み先 最寄りの公共肱業安定所又は直方専修職業訓練校 

電 話（09492) ② I 12 1 番 

成

人

式

御

案

内

 

新
し
く
成
人
に
な
ら
れ
た
、
 

青
年
諸
君
の
前
途
を
祝
い
励
ま
 

す
た
め
に
、
一
月
十
五
日
午
前
 

十
時
よ
り
中
央
公
民
館
に
お
い
 

て
、
昭
和
五
十
二
年
度
成
人
式
 

を
挙
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
該
 

当
者
の
方
は
ぜ
ひ
C
出
席
下
さ
 

る
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
 

す。 該
当
者
は
、
昭
和
三
十
二
年
 

四
月
二
日
よ
り
昭
和
三
十
「1 

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
 

方
で
す
。
出
席
の
際
は
訪
間
 

着
な
ど
華
美
な
服
装
は
出
来
 

る
だ
け
さ
け
、
な
る
だ
け
簡
 

素
な
服
装
で
参
加
し
て
下
き
 

と
く
に
時
間
励
行
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

住
民
課
福
祉
係
 

毎
月
第
四
水
曜
日
は
心
配
ご
 
を
早
く
解
決
し
て
い
く
た
め
に
 

と
相
談
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
 
本
町
で
は
毎
月
一
回
設
け
て
い
 

、
今
月
は
第
四
月
曜
日
（
 12 

月
 
ま
す
。
 

26 

日
）
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
 

相
談
を
担
当
す
る
方
は
、
 

き
ま
す
。
 

岡
法
務
局
田
川
支
局
職
員
．
 

心 

配 

こ
 
と

相

談

日

 

12 

月
 
26 

日
（
月
）
 

皆
さ
ん
方
の
中
で
日
常
生
活
 

を
し
て
い
く
う
え
で
い
ろ
い
ろ
 

な
心
配
ご
と
が
生
じ
て
来
る
の
 

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

そ
の
よ
う
な
時
、
心
配
ご
と
 

（

ー

・

・

 

金福 

田
町
行
政
相
談
員
、
人
権
擁
護
 

委
員
、
民
生
委
員
の
方
々
で
す
 

ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
 

い。 

住
民
課
住
民
係
 

5， 選考要領 面接及び健康測定 

一
 
《
 
!
 
一
 
!
 
一
 
一
 
一
 

季
 
節
 
の
 
話
 
題
 

《

お

歳

暮

》

 

そ
の
む
か
し
、
年
神
様
と
一
 

緒
に
晴
れ
の
食
事
を
す
る
こ
と
 

に
よ
っ
て
お
互
い
の
関
係
を
深
 

め
よ
う
と
す
る
考
え
方
か
ら
、
 

お
歳
暮
と
い
う
行
事
が
始
ま
っ
 

た
も
の
で
、
本
来
は
、
生
き
て
 

い
る
祖
先
で
あ
る
親
の
健
康
を
 

祝
う
た
め
に
、
正
月
用
の
モ
チ
 

や
サ
カ
ナ
を
持
参
し
た
も
の
だ
 

そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
か
 

ら
、
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
 

い
る
人
や
先
輩
へ
の
お
礼
の
気
 

持
ち
の
表
現
と
な
っ
て
現
在
に
 

引
き
「
一
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
 

お
歳
暮
の
贈
答
品
に
食
べ
物
 

が
多
く
選
ば
れ
る
の
は
、
そ
う
 

い
う
く
ら
し
の
上
の
歴
史
が
あ
 

る
か
ら
で
し
よ
う
か
。
お
歳
暮
 

を
い
た
だ
い
た
ら
、
す
ぐ
お
返
 

し
を
 

と
考
え
る
の
は
少
し
 

行
き
す
ぎ
で
す
．
 

お
返
し
を
も
ら
っ
た
ほ
う
で
 

は
、
ま
る
で
突
き
返
さ
れ
た
よ
 

う
な
気
が
し
ま
す
。
お
返
し
は
 

ち
よ
っ
と
間
を
お
い
て
か
ら
す
 

る
の
が
礼
儀
と
い
う
も
の
で
 

す
。
し
か
も
デ
パ
ー
ト
あ
た
り
 

に
ま
か
せ
て
配
達
さ
せ
て
は
お
 

礼
心
の
半
分
も
届
け
ら
れ
ま
せ
 

ん
。
お
歳
暮
は
神
様
と
の
つ
き
 

あ
い
か
ら
始
ま
り
、
人
間
関
係
 

の
潤
滑
油
と
し
て
今
日
ま
で
つ
 

づ
い
て
い
る
風
習
で
す
か
ら
、
 

相
互
の
健
康
と
敬
意
を
現
わ
す
 

た
め
「
持
参
」
と
い
う
手
数
を
 

か
け
て
こ
そ
意
味
が
あ
り
ま
す
 

！

ー

ー

！

 

！
 
、
 
ー
 

【
 

》
 

一
＼
!
‘
、
‘
 

一
‘
I
、
！
？
一
‘
 

あ
な
た
も
バ
ド
III
ン
ト
ン
を
 

し

て

み

ま

せ

ん

か

 

健
康
な
身
体
を
つ
く
る
に
は
 

ま
ず
運
動
で
す
。
金
田
町
で
も
 

い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
 

い
ま
す
が
、
今
さ
か
ん
に
行
わ
 

れ
て
い
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
 

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

年
 

令
 
無
制
限
 

性
 

別
 
男
女
を
問
わ
ず
 

初
心
者
歓
迎
 

練
習
場
所
 
金
田
ト
学
校
体
育
 

館
 

練

習

日

 
毎
週
火
・
木
・
土
曜
 

日
 

練
習
時
問
 
午
後
五
時
ー
十
時
 

申
し
込
み
間
い
合
せ
先
 

田
川
郡
金
田
町
東
金
田
 

平
井
 
誠
一
 

皿
②
0
0
9
2
 

あ

り

 が
 
と
～
っ
 

こ
ざ
い
ま
し
た
 

福
 
高
 
芳
 
雄
殿
 

後
 
藤
 
松
次
郎
殿
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
 

し
で
こ
寄
付
を
い
た
だ
き
 

ま
し
た
の
で
、
有
意
義
に
 

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
 

す。 

社
会
福
祉
協
議
会
 


